
　

高
尿
酸
血
症
は
、
血
液
中
に
溶
け
て
い

る
尿
酸
が
異
常
に
高
い
状
態
を
い
い
、
年

齢
、
性
別
を
問
わ
ず
尿
酸
値
が
７
・
０
㎎

／
dl
を
超
え
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
の
下
呂
市
特
定
健
診
の
結

果
で
は
、
40
～
74
歳
の
受
診
者
の
う
ち
男

性
の
約
18
・
１
％
（
３
５
５
人
）
が
、
女

性
の
約
１
・
７
％
（
42
人
）
が
尿
酸
値
７
・

０
㎎
／
dl
以
上
で
し
た
。

　

高
尿
酸
血
症
は
、
放
っ
て
お
く
と
尿
酸

が
関
節
や
腎
臓
な
ど
で
結
晶
の
か
た
ま
り

と
な
っ
て
痛
風
関
節
炎
や
腎
障
害
、
尿
路

結
石
な
ど
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

◆
高
尿
酸
血
症
の
原
因

　

わ
た
し
た
ち
の
体
内
で
は
、
毎
日
細
胞

や
食
品
中
な
ど
に
含
ま
れ
て
い
る
プ
リ
ン

体
か
ら
血
液
中
に
尿
酸
（
７
０
０
㎎
）
が

つ
く
ら
れ
、ほ
ぼ
同
量
が
尿
（
５
０
０
㎎
）

と
便
（
２
０
０
㎎
）
か
ら
排
泄
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
尿
酸
が
つ
く
ら
れ
過
ぎ

た
り
排
泄
さ
れ
に
く
く
な
っ
た
り
し
て
こ

の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
と
、
体
内
に
尿
酸

の
量
が
増
え
す
ぎ
て
高
尿
酸
血
症
に
な
り

ま
す
。

◆
生
活
習
慣
の
改
善
で
予
防
を

　

食
事　　

プ
リ
ン
体
の
多
い
レ
バ
ー
な
ど

の
内
臓
系
の
食
べ
物
、
干
物
、
肉
汁
、
イ

ク
ラ
な
ど
の
魚
卵
を
食
べ
る
量
を
制
限

し
、
わ
か
め
、
ひ
じ
き
、
き
の
こ
、
野
菜
、

果
物
な
ど
尿
を
ア
ル
カ
リ
化
す
る
食
品
を

取
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
塩
分
と
動
物
性

脂
肪
を
取
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
、
ア
ル

コ
ー
ル
は
尿
酸
の
産
生
を
高
め
排
泄
を
抑

制
す
る
た
め
、
お
酒
の
飲
み
す
ぎ
に
は
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

　

運
動　　

適
度
な
運
動
は
、
尿
酸
値
を
下

げ
る
効
果
や
減
量
が
期
待
で
き
ま
す
。
お

す
す
め
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
プ
ー
ル
、
サ

イ
ク
リ
ン
グ
な
ど
で
す
。
少
し
汗
ば
む
程

度
の
運
動
（
有
酸
素
運
動
）
を
１
日
30
分

以
上
で
週
３
日
で
き
る
こ
と
が
理
想
で
す

が
、
時
間
が
取
れ
な
い
場
合
は
生
活
の
中

で
積
極
的
に
歩
く
こ
と
を
工
夫
し
ま
し
ょ

う
。
た
だ
し
過
激
な
運
動（
無
酸
素
運
動
）

は
尿
酸
の
産
生
を
高
め
る
の
で
、
尿
酸
値

の
高
い
人
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

◆
怖
い
の
は
合
併
症

　

尿
酸
値
が
高
い
人
は
そ
う
で
な
い
人
に

比
べ
て
、
脂
質
異
常
症
（
高
脂
血
症
）
の

割
合
が
高
く
、
血
液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
や
中
性
脂
肪
が
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
肥
満
や
高
血
圧
症
、
脳

血
管
障
害
（
脳
梗
塞
、
脳
出
血
な
ど
）、

心
筋
梗
塞
や
糖
尿
病
な
ど
と
の
合
併
が
多

い
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

高
尿
酸
血
症
だ
か
ら
こ
れ
ら
の
病
気
に

な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
か
か
り

や
す
い
体
質
と
い
え
る
の
で
注
意
が
必
要

で
す
。

　

健
診
結
果
で
尿
酸
値
が
高
か
っ
た
方
は

医
療
機
関
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

高
尿
酸
血
症
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
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これらがたくさんあてはまる人ほど要注意
魚
や
肉
の
内
臓
な
ど
が
好
き

脂
っ
こ
い
食
べ
物
が
好
き

日
本
酒
３
合
、
ま
た
は
缶
ビ
ー
ル
３
本
以
上
飲
む

間
食
、
夜
食
の
習
慣
が
あ
る

20
歳
の
時
よ
り
10
㌔
以
上
太
っ
て
い
る

運
動
を
し
て
い
な
い

生
活
が
不
規
則
で
あ
る

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
こ
と
が
多
い

尿
酸
値
が
高
い
（
７
・
０
㎎
／
dl
を
超
え
る
）

血
縁
者
に
痛
風
に
か
か
っ
た
人
が
い
る

下
呂
市
森
８
０
１
‐
10（
下
呂
市
民
会
館
内
）

　

24
‐
１
２
０
０

　

診
療
科
目
　　
内
科
、
小
児
科
（
急
病
患

者
に
限
り
ま
す
）

　

診
療
日　
　

日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始

　

診
療
時
間　　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

※
事
前
に
電
話
を
し
て
か
ら
お
越
し
く
だ

さ
い
。（
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
）

※
受
診
の
際
は
、
必
ず
保
険
証
や
お
薬
手

帳
（
あ
る
場
合
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
急
病
患
者
専
用
の
た
め
、
平
常
継
続
し

て
受
け
て
い
る
治
療
は
遠
慮
く
だ
さ
い
。

年
末
年
始
～
2
月
の
担
当
医

12月

31
日
（
土
）
大
林
秀
成
（
萩
原
北
醫
院
）

1 月
1
日
（
　
）
小
林
源
博
（
こ
ば
や
し
整
形
外
科
）

2
日
（
　
）
黒
木
尚
之
（
黒
木
医
院
）

3
日
（
火
）
今
井
直
人
（
花
田
医
院
）

8
日
（
日
）
奥
村
昇
司
（
お
く
む
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

9
日
（
　
）
村
瀬
寛
紀
（
村
瀬
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

15
日
（
日
）
中
田
宗
彦
（
中
田
医
院
）

22
日
（
日
）
阿
部
親
司
（
阿
部
医
院
）

29
日
（
日
）
二
村
　
克
（
二
村
医
院
）

2 月
5
日
（
日
）
近
藤
靖
士
（
近
藤
医
院
）

11
日
（
　
）
今
井
直
人
（
花
田
医
院
）

12
日
（
日
）
大
林
秀
成
（
萩
原
北
醫
院
）

19
日
（
日
）
小
林
源
博
（
こ
ば
や
し
整
形
外
科
）

26
日
（
日
）
大
塚
正
議
（
大
塚
耳
鼻
咽
喉
科
医
院
）

※
都
合
に
よ
り
担
当
医
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

土
・祝

月
・祝

日
・祝

月
・振

※年末年始に上表診療日以外で診療できる医療機関については、医療対策課または市役所各庁舎・振興事務所の当直者までお問い合わせください。



　

人
間
関
係
の
不
安
や
悩
み
が
あ
る
・
ひ

き
こ
も
り
で
悩
ん
で
い
る
・
ア
ル
コ
ー
ル

の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
・
高
齢
者
の
行
動

で
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
―
こ
ん
な
と

き
、気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
専
門
医
・

保
健
師
に
よ
る
相
談
（
午
後
１
時
30
分
～

３
時
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
事
前
の
電
話

予
約
が
必
要
で
す
。

●
飛
騨
保
健
所
健
康
増
進
課

　

０
５
７
７
‐
33
‐
１
１
１
１
（
内
線
３
１
１
）

●
1
・
2
月
の
開
催
日　

1
月
23
日
（
月
）
萩
原
保
健
セ
ン
タ
ー

2
月
20
日
（
月
）
小
坂
保
健
セ
ン
タ
ー

　

特
発
性
間
質
性
肺
炎
、
肺
気
腫
な
ど
呼

吸
器
内
科
疾
患
に
つ
い
て
、
担
当
医
が
電

話
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に
予
約
が

必
要
で
す
。

【
日　

時
】　

１
月
20
日
（
金
）
13
時
30
分

～
16
時
30
分

【
相
談
医
】　

加
藤
達
雄
先
生
（
国
立
病
院

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
精
神
保
健
相
談
）  
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馬
瀬
地
域
の
育
児
相
談
日

長
良
医
療
セ
ン
タ
ー
）

【
予
約
申
込
】　

月
～
金
曜
日
10
時
～
16
時

【
申
込
先
】　

難
病
生
き
が
い
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー　
　

０
５
８
・
２
５
２
・
３
５
６
７

　

馬
瀬
中
央
公
民
館
で
の
育
児
相
談
日

（
毎
月
第
１
月
曜
日
９
時
～
11
時
）
で
は
、

予
防
接
種
の
予
診
票
交
付
と
問
い
合
わ
せ

に
も
対
応
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
１
月
は

16
日
（
月
）
に
実
施
し
ま
す
。

難
病
医
療
電
話
相
談

高
山
赤
十
字
病
院
か
ら
お
知
ら
せ

電
子
カ
ル
テ
更
新
に
伴
う

シ
ス
テ
ム
の
完
全
停
止
に
つ
い
て

　

左
記
の
期
間
、
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
完
全

停
止
の
た
め
、
紙
カ
ル
テ
等
で
の
運
用
と
な
り
、

救
急
等
で
来
院
さ
れ
る
方
に
は
待
ち
時
間
の
延

長
な
ど
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま

す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
23
年
12
月
31
日
17
時

　
　

～
平
成
24
年
１
月
１
日
８
時
30
分

　
　
　

問
合
先
）
高
山
赤
十
字
病
院

　
　
　
　
　
　
　
　

０
５
７
７
・
32
・
１
１
１
１

平
成
24
年
「
は
た
ち
の
献
血
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン　

平
成
24
年
１
月
１
日
～
２
月
29
日

これからの病院

　

平
成
24
年
、
下
呂
市
立
金
山
病
院
が
新
築

開
院
を
迎
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
の

病
院
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。

●
地
域
を
支
え
る
病
院
機
能　

新
病
院
は
、

５
年
前
か
ら
市
の
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
得
ら
れ
た
地
域
の
皆
さ

ん
の
考
え
を
も
と
に
、
入
院
治
療
を
行
う
病

院
機
能
、
診
療
所
的
機
能
と
併
せ
て
、
外
来

診
療
や
検
診
の
機
能
を
持
っ
た
病
院
と
し
て

建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
地
域
の

維
持
を
保
健
、
医
療
、
福
祉
の
面
で
支
え
る

と
い
う
、
病
院
の
使
命
を
果
た
す
た
め
に
欠

か
せ
な
い
も
の
で
す
。

●
診
療
規
模　

診
療
規
模
は
現
在
と
同
じ

で
内
科
・
外
科
の
総
合
診
療
を
主
体
と
し

て
い
ま
す
。
小
児
科
や
歯
科
口
腔
外
科
、

耳
鼻
科
も
今
ま
で
通
り
で
す
。
救
急
医
療
、

人
工
透
析
の
機
能
は
拡
充
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

ら
は
地
域
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
欠
か
せ

な
い
機
能
で
あ
る
と
と
も
に
、
医
師
を
は
じ

め
と
す
る
マ
ン
パ
ワ
ー
の
確
保
の
限
界
を
考

慮
し
て
の
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
現
在
の
病
院
と
の
違
い　

現
在
の
病
院
と

の
大
き
な
違
い
は
、
老
朽
化
し
た
施
設
の
一

新
と
、
診
療
に
必
要
な
基
準
を
満
た
し
た
面

積
を
有
す
る
こ
と
で
す
。
受
診
さ
れ
る
皆
さ

ん
に
よ
り
よ
い
受
診
環
境
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
医
師
を
招
聘
す
る
上
で
も
、
十
分
と

は
言
え
ま
せ
ん
が
必
要
な
要
件
で
す
。

●
病
院
の
運
営
費　

病
院
は
、
皆
さ
ん
の
受

診
料
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ

し
公
立
病
院
は
、
不
採
算
の
部
門
を
抱
え
て

切
な
医
療
を
提
供
す
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。

●
二
つ
の
病
院　

下
呂
市
に
二
つ
の
病
院
が

あ
る
と
考
え
る
の
で
な
く
、
一
つ
の
病
院
機

能
が
二
つ
に
分
か
れ
て
機
能
を
分
担
し
て
い

る
と
考
え
る
べ
き
で
す
。
都
市
と
違
っ
て
、

広
範
な
居
住
地
域
を
抱
え
た
下
呂
市
で
は
病

院
一
か
所
で
は
そ
の
機
能
を
果
た
せ
ま
せ

ん
。
ま
た
、
市
立
病
院
の
現
在
の
機
能
の
維

持
は
、
県
立
下
呂
温
泉
病
院
の
脳
神
経
外
科

や
循
環
器
内
科
と
い
っ
た
高
次
専
門
機
能
に

依
存
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
下
呂
病
院
が
そ

の
機
能
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
市
立
病
院

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
必
要
で
す
。
皆
さ
ん
が

両
病
院
を
有
効
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

　

下
呂
市
立
金
山
病
院　

院
長　

古
田
智
彦

い
る
こ
と
も
あ
り
公
費
（
国
の
税
金
）
が
投

入
さ
れ
て
い
ま
す
。市
立
病
院
も
同
様
で
す
。

建
設
費
に
つ
い
て
も
、
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ

い
た
受
診
料
が
充
て
ら
れ
ま
す
。
市
立
病
院

の
受
診
者
は
約
80
％
が
60
歳
以
上
で
、
60
歳

以
上
の
人
口
は
こ
の
先
10
年
大
き
な
変
化
は

あ
り
ま
せ
ん
。
診
療
圏
の
皆
さ
ん
が
、
市
立

病
院
を
受
診
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
病
院
維

持
に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
自
治
体
の
責
任
　
地
方
の
公
立
病
院
の
多

く
は
、
昭
和
30
年
代
に
国
民
皆
保
険
制
度
を

実
行
す
る
た
め
に
開
設
さ
れ
、
そ
の
運
営
に

は
多
額
の
国
費
が
投
入
さ
れ
、
地
域
の
医
療

が
維
持
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
地

方
の
公
立
病
院
は
、
立
地
す
る
市
町
村
ば
か

り
で
な
く
、
近
隣
の
診
療
圏
に
対
し
て
も
適


